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Black and White (1964）によって証明済みである。（この本は，アメリ
カの経済機構と人種的統合問題を扱ったものである。〕
3年6か月のカーキギー研究により，シノレバーマyと彼の同僚は，米国
内のみならず，英国の小学校，幼児学校を観察する機会を得た。第6章は
60頁近くにわたり，その詳細な報告が載っている。彼等は，ロンドンの富
裕階層の子供たもの通う学校，犯罪多発地域のスラム街の学校，移民の子
供たちの通う学校，ヨークシアの炭坑町にある学校，マyチェスター，プ
リストノレ，ノッティ γガムにある諸学校を訪問した。これ等の学校の校舎
も極めて近代的なものから，ピグトリア王朝に建てられた古式な建物まで
千差万別である。また教える先生も， 40年間も教職にあるベテラ γ先生か
ら， ミユ・スカートをつけた新卒のお嬢さんまで，変化に富んでいた。
さて Plo叩d由。 Reportにより明らかにされているように，これらの学
校において行われている形式ばらない教育（informaleducation）は，英
国において，過去半世紀を費やし，漸進的に発展して来たもので，現場の
先生はじめ，多くの校長，地方，中央の指導主事，助言者，大学教授など
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の経験と洞察力の結晶として生まれたものである。それが社会の変化に対
する見通しと，子供の教育に対する深い理解が結びついて，小学校教育に
変革がもたらされたのである。これらの変草は，実践的要請にもとづいて
生まれたものの，これらに対する理論的裏付けは，ルソー，フレーベル，
モγテソリー，デュウイ，マックミラ Y，アイザックス，プノレYナー，ピ
アジ＝に至るまで，一連の幼児教育に関する理論を基礎にして，子供の本
質，成長，学習過程，知識の本質，教授過程，教育の目的などについて十
分な研究を積み上げて出来たものである。
コロラド大学のデピド ホーキyズ教授によると，英国の形式ばらない
教育は，三角関係によって説明出来るとしている。学習者である子供，教
師，教材のこの3点を結んでみる。子供が具体的な興味を起させる教材に
取り組むには，教師が共にその中に巻きこまれていくのである。子供だけ
が教材と取り組んでいるのではなしその中に教師が共に入り込んでいく
ことにより，物と人とが一体となり，子供が経験的に学習を行なうので，
まさにデュウイの理論を実践したものである。
その教室はまるで仕事場のようであり，いきいきと活気に溢れている。
学校の規模も 300人を限度として，校長は相当の自主性をもち，教師は子
供に何を教えるべきかという，明確な目標を設定して，興味に富んだカリ
キュラムを，融通性をもって運用し，教師の役割りを果たしていく。その
基底には，人間の成長，発達，自己実現への可能性に対する確固とした信
念があり，子供達を訓練して，将来は現存の経済機構の歯車とするような
教育は，明白に拒否している。これに対しても経済界その他から相当な批
判を受けているが，英国の小学校はも早子供達の能力を早期において分
別し，経済構造にみ合った教育を行なうという考え方から脱却している。
シルパーマγにとって，この英国の形式ばらない教育をどのような形でア
メロカ町教育にとり入れていくかは大きな課題である。
本書の書かれた1966～69年は， 7メロカにおいては，まれにみる教育の
混乱期であった。大学のキャ Yパ兄のみならず，高校，中学にも学生問題
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が頻発して，教育が中断され，また人種問題とも絡んで，深刻な状況を呈
していた。シルパー マ＂＇＇こしても，恐らくこのようなイソパクトが彼をし
て教室に注意を集中させさ．るを得なかったものと思われる。
教育者の教育については，付加的ではあるが，教師の教養教育と専門教
育との結びつき，教育学部の大学内における位置づけ，研究と教授の一致
なと・について論1λ いくつかの大学における教育者教育に関する新しい試
みなどを紹介している。教師が単に知識の伝達にのみ終始するのでなし
その生涯を通じて学び続ける能度を維持することこそ，教育者の教育にも
っとも大きく貢献するものであると強調している。
入学試験制度という独自のかせに縛られているわが国の教育も，産業化
社会の発展につれ，多くの問題をはらみ，一つの転換期にさしかかってい
る。教育の荒廃を克服し，生き生きとした教育が蔚え出づるためには，現
在加速度的に進行している方向を180度転換させる必要があるのではない
かと考えているのは，筆者のみではないであろうと思う。本書から数多く
の示唆を受け，望ましい社会の実現は教室から始まるというシルパーマン
の主張に共感を覚えるのである。 525頁にも及ぶ本書には，素晴らしい迫
力があり，倦むことを知らず読破させられ，筆者の中に雑居していた諸理
論，諸思想が新しく再編成されたような読後感をもったのである。
